
登 山 計 報 告 書 

オレンジハイキングクラブ(技研部/山行部/○自然保護部/ひまわり/事務局の該当に○) 

山 域 

山 名 
宝 満 山(829m) 

実施日 2017/2/12(日)  責 任 者 ( C L ) 中 里 

天 候 晴 れ 計画者(報告者) 中 野 

あ 

(往) 諫早駅7:00→西諫早駅7:10→筑紫野インター8:50→竈門神社9:30→愛嶽山10:10→鳥追峠10:30→ 

中宮跡11:40→宝満山12:20(昼食) 

                

(復) 宝満山13:00→(九州自然歩道)難所が滝14:30→難所が滝分岐15:15→うさぎ道方面分岐15:30 

→昭和の森16:00→→西諫早駅18:20→諫早駅18:30 

 

（ゆっくり班） 

(往) 諫早駅7:00→西諫早駅7:10→筑紫野インター8:50→→鳥追峠入口9:30→鳥追峠→中宮跡 

→宝満山12:00(昼食) 

(復) 宝満山13:00→(猫目新道)→うさぎ道方面分岐→昭和の森15:50→西諫早駅18:20→諫早駅18:30 

＊出来るだけエスケープルートも計画しておく／報告書では実績時刻に修正して提出の事) 

No 氏  名 班 役割 乗 車 No 氏  名 班 役割 乗 車 

1 田 中  静 香 １  西諫早 11 林    和 子 ２ 救護 西諫早 

2 中 須 賀 孝 正 １  西諫早 12 国 分  徳 子 １ PL 筑紫野 

3 田 村  満 子 ３  西諫早 13 中 野  美津子 ２ SL 西諫早 

4 山 口  いつ子 ３ 会計 西諫早 14 吉 川  春 美 ２  西諫早 

5 鑓 水  律 夫 ３ PL 西諫早 15 白 石  勝 子 １ 救護 西諫早 

6 乾    利 博 １ 救助 西諫早 16 工 藤   学 １ SL 西諫早 

7 大 久 保 瓢 舟 １  西諫早 17 窪  田    禮 子   ３ 部外者 大 村 

8 中 里  利 行 ２ CL,PL 諫早駅 18     

9 松 岡  正 樹 ２ 救助 セブン 19     

10 川 原  慶 紀 ２  西諫早 20     

携 

帯 
品 

地  図 1/2.5万  団体装備 ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ、救急薬 

個人装備 

ﾊｲｷﾝｸﾞ A,B,Cによる 
弁当､行動食､非常食､水分 
地形図･ｺﾝﾊﾟｽ､ﾚｽｷｭｰｶｰﾄﾞ､保険

証ｺﾋﾟｰ､労山会員証､携帯電話 

参 加 費 
\3,500 
         

温  泉 なし 

  

留守本部 兵庫芳隆 (0957-26-0470)        

経 

費 

明 

細 

収入 
3,500☓16＋300(部外者) 
               =56,300 
支出       
バス代          40,000 
謝礼             2,000 
高速代           7,320 
梅が枝もち       3,840 

プリント代         500 
 
合計      53,660 
差額 

56,300-53,660=2,640 

登山概要(概念図などは別紙とする) 
竈門神社の境内から愛嶽山を越し鳥追峠まではなだらかな
山道で歩きやすかった。行者道に入ると石段やガレ場となり
雪も積もり滑りやすくなった。復路での難所が滝は氷爆が大
変きれいであった。それから昭和の森へ下山した。 
ゆっくり班は出発を鳥追峠入口として頂上を目指し健脚班
より早く頂上へ到着した。復路は難所が滝は省略して山頂か
ら猫目新道を経て昭和の森に下山した。 

問題点･反省点 
行者道から雪が積もっていたため歩きにくく予定時間より
遅れた。また宝満山を下る岩場でアイゼンをつけ 17 人が下
るには時間をかなり要し、時間配分に余裕をもつべきであっ
た。 

差額：2,640円(基金へ) 

 

様式 A 


